ハンドマイク演説例（２０２１年３月２１日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳥取県西部地区委員会

　ご近所のみなさん。こんにちは、日本共産党です。この場をお借りして政策の訴えをさせていただきます。ご協力をよろしくお願いいたします。

　みなさん。政府は、新型コロナ感染再拡大の危険が指摘されるなか、「緊急事態宣言」を解除しました。しかしこの間、政府の対策は極めて弱く、「飲食店の時間短縮」や「不要不急の外出の自粛」など、国民に対する要請ばかりでした。政府分科会の委員から、「もう打つ手がない」とか「宣言の効果がない」という発言もでるなど、あまりに無責任ではないでしょうか。
　日本共産党は政府に対し、「高齢者施設の社会的検査を医療機関等に広げ、職員は定期的に、利用者も対象にし感染防御を図る」「モニタリング検査を１日１０万の桁で大規模に行い、感染の封じ込めをする」「変異株を調査する検査の割合を大幅に引き上げる」ことなどを緊急に申し入れました。
　そもそも菅内閣は、「ＧＯ ＴＯ キャンペーン」や東京オリンピックに固執し、コロナ対策を後回しにしてきました。いま、無観客によるオリンピック開催を検討していますが、世論調査では「開催しないでほしい」が圧倒的です。世界各国のコロナ対策には格差があり、フェアな大会にできるでしょうか。また、オリンピックに必要な医療従事者５千人の確保は可能でしょうか。日本共産党は、オリンピックは再延期、中止を検討すべきだと考えますが、みなさんいかがでしょうか。
　鳥取県では、コロナ感染が抑制されていますが、飲食業や宿泊業に深刻な影響が広がり、倒産や廃業が相次いでいます。規模に応じた十分な補償、納入業者や生産者など、影響を受けるすべての業者に対する補償が必要です。鳥取県知事も反対していますが、罰則によって言うことを聞かせようなど、とんでもありません。また、疲へいする医療機関への手厚い支援が遅れ、ボーナスカットや看護師の離職が広がっています。コロナ対応の病院もそれ以外も、地域の医療を支えています。その全体への減収補てんに踏み切るべきだと、日本共産党は提案しています。そして、コロナなどによりお困りの方の、相談窓口を設けています。ぜひ一度、ご相談ください。
　みなさん。菅政権は、もう持たないのではないでしょうか。菅首相の長男が繰り返し官僚の接待をし、「首相の長男」という忖度が働き、行政をゆがめた疑いが濃厚です。またＮＴＴが歴代の総務大臣を接待していたことも明らかになりました。一人５万円、１０万円の高額接待を、「意見交換であって会食ではない」「直ぐ帰った」とごまかしていますが、世間では通りません。ドコモの子会社化や携帯料金値下げをめぐり、行政と企業が癒着していたのではないか。そういう国民の不信、疑問に、菅政権はまったく答えようとはしない。こんなことを許していては、日本の政治に未来はありません。
　みなさん。日本共産党は、菅政権には政権担当能力がない、いまこそ政権交代が必要だ、そのために野党は力を合わせるべきだと考えます。４月２５日には、全国で３つの国政選挙がおこなわれます。その一つ、長野県の参院補選では、「消費税５％への減税」「核兵器禁止条約を批准する政府を」「原発ゼロの日本」「ジェンダー平等社会」などが盛り込まれた政策協定が結ばれました。さらに、政権交代を実現し、「新たな政権をつくるために努力する」ことも確認されました。
　みなさん。日本共産党は、次の総選挙で与野党逆転をかちとることに総力をあげています。「野党は一つになって菅政権を倒せ」という声を広げてください。そして、野党共闘を一貫してつらぬく日本共産党を伸ばしてください。さらなるご支援・ご協力をお願いしまして、この場での政策宣伝を終わらせていただきます。ご清聴・ご協力ありがとうございました。
